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要旨  

高 齢 者 が 抱 え る 慢 性 型 ス ト レ ス に つ い て 把 握 す る こ と は ,今 後 の 高 齢

者の う つ 病や 自 殺 予 防施 策 を 考え る 上 で 重要 で あ ると 思 わ れ る。そ こで ,

本研 究 で は ,「 高 齢 者用 慢 性 型ス ト レ ッ サー 尺 度」お よび「 高齢 者 用 慢性

スト レ ス コー ピ ン グ 尺度 」 を 開発 し た 上 で ,慢 性型 ス ト レッ サー ,コー ピ

ング お よ び抑 う つ 傾 向と の 関 連に つ い て 検証 す る こと を 目 的 とし た 。 65

歳以 上 の 高齢 者 16740 名 を対 象 に した ウェ ブ 調 査お よび 65 歳以 上 の 地

域高 齢 者 15 名 を 対 象に し た ヒア リ ン グ 調査 を 基 に「 高 齢 者 用慢 性 型ス

トレ ッ サ ー尺 度 」 案 およ び 「 高齢 者 用 ス トレ ス コ ーピ ン グ 尺 度」 案 を作

成し ,埼玉 県 A 市在 住の 70 代 の 高 齢者 500 人を 対 象に 質 問 紙調 査 を 行っ

た。「 高齢 者 用 慢性 型ス ト レ ッサ ー 尺 度 」は ,因子 分 析 およ びク ラ ス ター

分析 に よ り ,4 タ イ プ (「社 会 経 済ス ト レス 群 」「 健 康・家 庭生 活 ス トレ ス

群」「 対人 関 係 スト レス 群 」「 低 ス トレ ス 群 」 )に 分 類 され た。「 高齢 者 用

スト レ ス コー ピ ン グ 尺度 」 は ,因 子 分析 によ り 「 認知 的 対 処 」「 回 避・ あ

きら め 」「 積 極 的問 題解 決 」「 サ ポ ート 希求 」 か ら成 る 4 因 子構 造 が 示さ

れた 。次い で ,階 層 的 ロジ ス テ ィッ ク 回 帰 分析 に よ り抑 う つ 傾 向と の 関連

につ い て 検討 し た 。 その 結 果 ,慢 性 型ス トレ ッ サ ーに つ い て ,「 社 会経 済

スト レ ス 群 」に お い て「 抑 う つ 傾向 」が 高い こ と が示 さ れ た 。また ,ス ト

レス コ ー ピン グ に 関 して ,「 積 極的 問 題 解決 」の頻 度 が多 い ほど「 抑う つ

傾向 」が低 い 一 方で ,「回 避・あ き らめ 」の 頻度 が 多 い ほ ど「抑 うつ 傾 向 」

が高 い こ とが 示 さ れ た。本 結果 か ら ,社 会 経済 ス ト レッ サ ー が 慢性 化 する

ほど ,高齢 者 の 抑う つ傾 向 を 悪化 さ せ や すく ,それ に 対 して 「積 極 的 問題

解決 」 に よる ス ト レ スコ ー ピ ング が 有 用 であ る こ とが 示 唆 さ れた 。 その

一方 で ,「 回 避 ・あ きら め 」 によ る ス ト レス コ ー ピン グ は ,抑う つ 傾 向を

より 高 め る可 能 性 が 示さ れ た 。  
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問 題 と 目 的  

高 齢 化 を 背 景 に し て ,日 本 に お け る 高 齢 者 の 自 殺 率 は 増 加 傾 向 に あ り ,

深刻 な 社 会問 題 の 一 つと な っ てい る (H 2 5 年 度版 自 殺 対策 白 書 ,  内 閣 府 )。

高 齢 者 の 自 殺 に 最 も 関 連 す る 要 因 と し て 精 神 疾 患 が 挙 げ ら れ て お り ,そ

の 中 で も う つ 病 を 含 む 気 分 障 害 と の 関 連 が 指 摘 さ れ て い る (C o nw e l l  &  

T ho mp son ,  20 08 ;  張 ・中 原 ,  20 12 )。 気 分 障害 の 受 診率 は ,高 齢期 に 高 くな

る 傾向 が 示 され て い る (厚 生 労 働省 ,  2 01 4 )。 7 5 歳 以 上 の 地域 高 齢者 を 対

象 に し た 研 究 の メ タ 分 析 を 行 っ た Lu ppa  e t  a l  (20 12 ) に よ る と , ma j o r  

dep re s s ion の 有 病率 は 7 .2% ,d ep re s s i ve  d i so rd e r の 有病 率 は 1 7 .1 %に も 上

って お り ,高 齢 者に おい て と ても 身 近 な 病気 と い える 。  

高 齢 者 が 気 分 障 害 を 発 症 す る 背 景 因 子 と し て は ,脳 の 器 質 的 変 化 ,慢

性 疾 患 の 合 併 ,社 会 的 役 割 の 喪 失 や 喪 失 体 験 ,経 済 的 問 題 ,社 会 的 孤 立 な ど

が挙 げ ら れて い る 。その 一 方 で ,こ れら の因 子 は 正常 な 加 齢 現象 と し て解

釈さ れ て しま い 過 小 診断 さ れ るこ と が 指 摘さ れ て いる (井 藤・粟田 ,  2 01 2 )。

実 際 に 臨 床 現 場 で は ,高 齢 者 が 慢 性 的 な ス ト レ ス を 認 識 し に く い こ と が

報告 さ れ てお り ,精 神科 医 の 長谷 川・長 谷川 ( 201 5 )は ,「 (高 齢 者は , )ス ト レ

ス を ス ト レ ス と 感 じ ず に ,ス ト レ ス を か か え て し ま う ,持 ち す ぎ て し ま う

傾向 が あ る」と指 摘 して い る。ま た ,A ld w in  ( 199 2 )は ,高 齢 者 は スト レ ッ サ

ー に 慢 性 的 に 晒 さ れ て い る 状 態 が 日 常 生 活 の 一 部 に な っ て い る た め ,問

題と し て 認識 す る こ とが 難 し いこ と を 指 摘し て い る。 こ う し た高 齢 期の

ス ト レ ッ サ ー に お け る 潜 行 的 な 性 質 を 考 慮 す る と ,高 齢 者 が 自 ら 抱 え る

慢性 的 な スト レ ッ サ ー を 認 識 して そ れ を 捉え る こ とが 重 要 に なる と 思わ

れる 。  

慢 性 的 に 持 続 す る ス ト レ ッ サ ー は ,「 慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー 」 と 分 類 さ

れ て お り ,事 象 の 生 起 か ら 終 結 ま で の 時 間 経 過 が き わ め て 短 く 大 き な 生
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活 変 化 を も た ら す 「 イ ベ ン ト 型 ス ト レ ッ サ ー 」 と は 区 別 さ れ る 。  ( e x .  

Wer be l ,  1 983 ;  E k en ro de ,  19 84 ;  Wh ea to n ,  1 997  ;  C oh en ,  Ke s s l e r,  &  G or don ,  

1997 ;  H o la han ,  M oo s ,  &  G roe s z ,  201 3 )。 慢 性型 ス ト レッ サ ー の 特性 に つ い

て ,W he a t on  ( 199 7 )は  ( 1 )  必 ず し も イ ベ ン ト か ら 派 生 し た も の で は な く ,

ゆ っ く り と 進 展 し ,社 会 環 境 や 社 会 的 役 割 に お け る 持 続 的 な 問 題 を 含 む

状 態 と し て ゆ っ く り か つ 潜 行 的 に 進 行 し , ( 2 )  概 し て ラ イ フ イ ベ ン ト よ

りも 長 い 時間 が か か るも の と して い る 。 慢性 型 ス トレ ッ サ ー の心 身 の健

康 に 及 ぼ す 有 害 な 影 響 は こ れ ま で 多 く の 研 究 が 示 さ れ て お り ,高 血 圧 ,高

脂 血 症 ,動 脈 硬 化 ,認 知 機 能 の 低 下 な ど 様 々 な 病 態 (C obb ,  &  R os e ,  1 973 ;  

La nd sb e rg s  e t  a l ,  200 1 ;  P ea v y  e t  a l ,  2 009 )に加 え て ,深 刻 な脳 損傷 ( J e ns en  e t  

a l ,  19 82 ;  U n o ,  Ta r a ra ,  E l se ,  S u l e man ,  &  S apo l sk y,  198 9 ;  Sa po l s k y,  19 95 ) を

引き 起 こ す可 能 性 が 示唆 さ れ てい る。さ らに 近 年 では ,慢性 的な ス ト レス

が ,高 齢 期 の う つ 病 の 誘 因 に な る こ と が 指 摘 さ れ て い る ( B a l d wi n ,  C h iu ,  

Ka t ona ,  &  G r aha m,  2 002 ;  藤 澤 ,  2 006 )。  

慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー を 測 定 す る 尺 度 は そ れ ほ ど 多 く な い が ,そ の 中 で

も職 場 ス トレ ッ サ ー や結 婚 生 活に お け る スト レ ッ サー を 測 定 する 尺 度が

作成 さ れ てい る ( Le p o r e ,  1 995 ;  小杉 他  ,  2 00 4 )。高 齢 者 の慢 性 型ス ト レ ッ

サ ー に つ い て み る と ,尺 度 研 究 そ の も の が ほ と ん ど 存 在 せ ず ,高 齢 者 の ス

トレ ッ サ ーを 包 括 的 に捉 え る 研究 が 散 見 され る 程 度で あ る 。例え ば ,下 仲

他 ( 19 95 , 19 96 )は , 5 0～ 7 4 歳の 男 女 3 00 0 名余 り を 対象 に 訪 問 面接 調 査 を行

い ,ラ イ フ イ ベ ン ト 体 験 に つ い て 検 討 し て い る 。 ま た ,下 山 ・ 金 光 ( 200 5 )

は , 65 歳 以 上高 齢者 61 名 を対 象 に イン タビ ュ ー 調査 を 行 い ,高 齢 者の ス

トレ ッ サ ーの 分 類 を 試み て い る 。し か し なが ら ,下 仲 他 (19 95 , 1996 )の 調査

は 20 年ほ ど 前に 実 施 さ れ た もの で あ り ,さ ら に高 齢 化 が進 み社 会 制 度や

家 族 形 態 が 大 き く 変 化 し て い る 今 日 に お い て ,高 齢 者 が 抱 え る ス ト レ ッ
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サー の 内 容が 大 き く 変容 し て いる 可 能 性 が考 え ら れる 。ま た ,下山・金 光

(20 05 )の 調 査 は 離 島 に 居 住 す る 高 齢 者 を 対 象 に し た も の で あ り ,サ ン プ

ルに 偏 り があ る こ と が想 定 さ れる 。そ の ため ,これ ら の 知見 をも と に 高齢

者 用 の 慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー 尺 度 項 目 を 作 成 す る こ と に は ,内 容 的 妥 当 性

の問 題 が 生じ る 恐 れ があ る 。  

次 い で ,ス ト レ ス コ ー ピ ン グ 尺 度 に つ い て み る と ,こ れ ま で , La za r us  & 

Fo l k man ( 198 4)の 心 理 学 的 ス ト レ ス 理 論 に も と づ き ,様 々 な コ ー ピ ン グ を

測定 す る 尺度 が 作 成 され て い る (坂 田 ,  1 9 89 ;  尾関 ,  19 93 ;  神 村他 ,  19 95 )。

高 齢 者 を 対 象 に し た コ ー ピ ン グ 尺 度 は ほ と ん ど 見 受 け ら れ な い が ,そ の

中 で も ,中 高 年 を 対 象 に し た ス ト レ ス コ ー ピ ン グ 尺 度 と し て ,中 村 ・ 上 里

(20 04 )が TA C -2 4E (Tr i - a x i a l  C op in g  S ca l e  24 - i t e m re v i s ed  f o r  e ld e r l y )を 作

成し て い る。これ は ,中高 年 者 を対 象 に し た日 常 い らだ ち 事 に 対す る コー

ピ ン グ の パ タ ー ン と ス ト レ ス 反 応 と の 関 連 を 検 討 す る 目 的 と し て ,TA C -

24 (神 村 他 , 199 5 )を 一 部改 訂 し たも の で あ る。TA C -24 E の 質 問 項目 は ,TA C -

24 の 8 象 限 2 4 項目 の中 か ら 4 象 限 12 項目 (① カタ ル シ ス ,②計 画 立 案 ,③

回 避 的 思 考 , ④ 放 棄 ・ 諦 め )を 抽 出 し て 使 用 し て い る が , そ も そ も TA C -

24 (神 村 他 ,  19 95 )は ,大 学 生 ・ 大 学 院 生 を 対 象 に し た 予 備 調 査 を も と に 作

成さ れ た もの で あ る ため ,尺度 の「 内 容的 妥当 性 」が 十分 に 確 認さ れ て い

ると は い えな い 。 高 齢者 が 抱 える 慢 性 型 スト レ ッ サー お よ び 有効 な スト

レ ス コ ー ピ ン グ を 把 握 す る こ と は ,今 後 の 高 齢 者 の う つ 病 や 自 殺 予 防 施

策を 考 え る上 で も 意 義が あ る こと で あ ろ う。  

そ こ で ,本 研 究 で は ,高 齢 者 の 慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー お よ び コ ー ピ ン グ 評

価 尺 度 を 開 発 す る と と も に ,抑 う つ 傾 向 と の 関 連 に つ い て 検 討 す る こ と

を目 的 と した 。  
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方 法  

予 備 調 査  

目 的 と 対 象 者  慢性 型ストレ ッサー 尺 度および ストレ ス コーピング

尺度の項目の収集を目的として ,Web 調査会社 A 社に登録している 65

歳～ 79 歳までのモニタ 16740 人 (男性 11795 人 ,女性 4945 人 )を調査

対象者に ,オンライン・アンケート調査を実施した。調査は ,2015 年 12

月から 1 月にかけて行われた。  

事例の収集・分類 方 法  慢性型ストレスに関する先行知見 (Hammen, 

Kim, Eberhart, & Brennan, 2009; Teresa et al, 2007; Miller, 

Rohleder, & Cole, 2009)をもとに ,本研究では「 6 ヶ月以上継続して

いるストレッサー」を「慢性型ストレッサー」と定義した。その上で ,

「あなたには ,長い間（だいたい 6 ヶ月以上）にわたって ,イヤな気分

に な っ た り ,ス ト レ ス を 感 じ て い る よ う な 出 来 事 や 人 間 関 係 が あ り ま

すか。」の問いに「ある」または「ない」の 2 件法でたずね ,「ある」

と 回 答 し た 対 象 者 に ,「 最 も イ ヤ な 気 分 や ス ト レ ス を 感 じ 続 け て い る

こと」について 1 つだけ自由記述で記入を求めた。 さらに ,本項目に

おいて「ある」と回答した対象者のみに 慢性型ストレスコーピングに

ついて ,「その出来事や人間関係で感じた「イヤな気分やストレス」を

乗 り 越 え ,落 ち 着 く た め に 考 え た り 行 動 し た こ と が あ り ま し た か 」 と

いう問に「ある」または「ない」の 2 肢でたずね ,「ある」と回答した

対 象 者 に ,そ の 内 容 に つ い て 自 由 記 述 で 回 答 を 求 め た 。 慢 性 型 ス ト レ

ッサーおよびストレスコーピング の自由記述について ,KJ 法を参考に

カ テ ゴ リ ー 化 を 行 い ,カ テ ゴ リ ー 名 お よ び 定 義 と と も に 分 析 ワ ー ク シ

ー ト を 作 成 し た 。 分 析 全 般 の 分 類 作 業 に つ い て は ,心 理 学 を 専 門 と す

る研究者 2 人の協力により確認作業を行った。  
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分類結果  慢性型ストレッサーに関して ,4376 人 (男性 2891 人 , 女

性 1485 人 )が 6 ヶ月以上続くストレスを体験しており ,その中から自

由記述における文章の内容が不明確なために分類ができな かった 668

人を分析から排除し ,最終的に 3708 人を分析対象者とした。収集した

自由記述データは ,心理学を専攻する研究者 2 人とともに自由記述の

内容の類似性および相違性から分類してカテゴリー化を行った。例え

ば ,“腰が痛い”,“体調がすぐれない”は「健康問題」,“夫とのけん

か” ,“親戚との不仲”は ,「家族・親戚関係」に整理した。評定者間

の一致率は ,96.7%であった。評定者間で一致しなかった項目について

は ,討議により再分類を行った。最終的に ,27 個のカテゴリーが抽出さ

れた。  

次 い で ,慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー に 対 し て 実 施 し た こ と が あ る コ ー ピ ン

グ に 関 す る 自 由 記 述 デ ー タ に つ い て ,同 様 の 作 業 に よ り カ テ ゴ リ ー 化

を行った。慢性型ストレッサーを体験している 4376 人の内 2985 人

(68.2%)が 「 イ ヤ な 気 分 や ス ト レ ス を 乗 り 越 え 落 ち 着 く た め に 考 え た

り行動したことがありますか」という問に対して「ある」 (男性 1890

人 ,女性 1095 人 )と回答しており ,その中から自由記述 の内容が不明確

なために分類が難しい 55 人を分析から排除し ,最終的に 2930 人を分

析対象者とした。その結果 ,16 個のカテゴリーが抽出された。評定者

間の一致率は ,96.3%であった。評定者間で一致しなかった項目につい

ては ,討議により再分類を行った。  

抽出 さ れ たカ テ ゴ リ ーを も と に ,「 高 齢 者 用慢 性 型 スト レ ッ サ ー尺 度項

目案 」29 項 目お よ び「高 齢 者用 ス トレ ス コー ピ ン グ尺 度 項 目 案」30 項 目

を作 成 し た。質 問文 は ,「高 齢 者 用慢 性 型 スト レ ッ サー 尺 度」につ い て は ,

「 長 い 間 に わ た っ て ,ス ト レ ス が 続 い て い る よ う な 事 柄 に つ い て お た ず
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ねし ま す」と の教 示 をし ,「 現 在こ の 事 柄を 経 験 して い な い (0 点 )」 ,「 経

験し て い るが ほ と ん どス ト レ スを 感 じ て いな い ( 1 点 )」 ,「 経 験し て いる

があ ま り スト レ ス を 感じ て い ない ( 2 点 )」 ,「 経験 し て おり やや ス ト レス

を感 じ て いる (3 点 )」,「 経 験 して お り とて もス ト レ スを 感 じ て いる (4 点 )」

の 5 件 法 で 回答 を 求 めた 「 高 齢者 用 ス ト レス コ ー ピン グ 尺 度 」に 関 して

は ,「長 い 間 にわ た っ て感 じ て いる「 スト レス 」に対 し て ,ど の よう に 考 え

たり 行 動 した り し ま すか 。」と の教 示 を し ,「全 く し ない (1 点 )」,「 たま に

する (2 点 )」 ,「時 々 する (3 点 )」 ,「よ く する (4 点 )」 ,の 4 件 法で 回 答 を求

めた 。な お ,選 択 肢の 文章 表 現 につ い て は ,尾 関 (19 93 )のコ ー ピ ング 尺 度 を

参考 に し た。  

内容的妥当 性の検 証  We b 調査 で は ,対 象者 が 「 パソ コ ン を 使用 す る

高齢 者 」に 限 られ る ため ,一般 高 齢 者と は異 な る 性質 を も つ こと が 予 測さ

れ る 。 そ こ で ,地 域 在 住 の 高 齢 者 を 対 象 に ,両 尺 度 項 目 原 案 に 関 し て 東 京

都 A 区 ,B 区在 住 の 60 代 か ら 8 0 代の 地 域在 住 高 齢 者 1 5 名 (男 性 7 人 ,女

性 8 人 ,平 均 年 齢 73 . 9±5 . 3 歳 )を 対象 に ヒ アリ ン グ 調査 を 行 い ,そ の 尺度 項

目の 適 切 さ (内 容 的 妥当 性 )につ い て 検 証し た (2 016 年 7 月 ～ 20 16 年 8 月 )。

ヒア リ ン グ調 査 の 手 順と し て ,予 備 調査 ( web 調 査 )結 果 をも とに 作 成 した

2 つ の 尺 度 案 を 提 示 し な が ら ,① 項 目 内 容 の 理 解 ,② 質 問 文 と 各 項 目 の 用

語の 適 切 さ ,③ 各項 目内 容 の 適切 さ や 答 えや す さ 等に つ い て たず ね た。本

調査 を も とに 心 理 学 を専 攻 と する 研 究 者 2 人 の 協 議に よ り 尺度 項 目 およ

び質 問 文 等の 再 検 討 を行 っ た 。その 結 果 ,「 高 齢者 用 慢性 型 ス トレ ッ サ ー

尺度 」案 に つい て は ,注意 書 き とし て「 複 数の 出 来 事を 経 験 し てい る 場 合

には ,最も 強 く「 嫌 な 気分 」を感 じ てい る もの に つ いて お 答 え くだ さ い。」

と 新 た に 記 し た 。「 高 齢 者 用 ス ト レ ス コ ー ピ ン グ 尺 度 」 案 で は ,新 た に 2

項目「 自 分 の 内面 を 見つ め 直 すこ と 」「 これ ま で の自 分 の 態 度を 見 直 すこ
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と」を 加え た。ま た ,両尺 度 の 教示 文 で 使 用さ れ て いる「 スト レス 」とい

う 用 語 に つ い て ,分 か り に く い と い う 指 摘 が 一 部 あ っ た た め ,「 嫌 な 気 分

やス ト レ ス 」と い う 用語 に 変 更し た 。そ の他 に ,質 問 文 のフ ォン ト サ イズ

を大 き く した 。  

こう し た 過程 を 経 て 修正 お よ び加 筆 さ れ た「 高 齢 者用 慢 性 型 スト レッ

サー 尺 度 項目 原 案 2 9 項 目」 ,「 高 齢 者用 スト レ ス コー ピ ン グ 尺度 項 目 原

案 30 項目 」に つい て ,無 答率 お よ び経 験率 を 確 認す る 目 的 で Web 調 査会

社 A 社 に 登 録し て い る 7 0 代 の モ ニタ 15 0 人 (男性 12 9 人 ,女 性 2 1 人 ,平均

年齢 73 .1 ±2 . 4 歳 )を 対象 に 調 査 ( 20 16 年 9 月 )を 実 施 した 。 得 られ た 得 点

に つ い て 両 尺 度 原 案 の 無 答 率 お よ び 経 験 率 を 確 認 し た と こ ろ ,無 答 率 に

つい て は ,両 尺 度項 目原 案 に おい て 極 端 に高 い 値 は認 め ら れ なか っ た。経

験率 に 関 して は ,「 ス トレ ス コ ーピ ン グ に 関す る 30 項 目 」中 の 1 項 目「現

在の 環 境 (引 っ 越 し ,転職 な ど )を 考 え る こと 」に つ いて ,極端 に低 い 経 験率

(1 割 程 )が 認 めら れ たた め ,日 常 的 に経 験さ れ る こと が 少 な い反 応 で ある

と判 断 し て除 外 し た 。  

そ の 他 に ,研 究 者 間 の 協 議 に よ り ,他 の 項 目 「 問 題 解 決 の た め に ,神 様 や

仏様 ,ご先 祖 様 にお 祈り を す るこ と 」と 同じ 意 味 内容 を 示 す 1 項 目「 問題

解決 の た めに ,神社 やお 寺 ,協 会 に 行っ てお 参 り をす る こ と 」を 除外 し た。

そし て ,ヒ ア リ ング 調査 の 結 果に 基 づ き 新た に 2 項目「自 分 の内 面 を 見つ

め直 す こ と」「 これ まで の 自 分の 態 度 を 見直 す こ と」 を 加 え た 30 項目 を

「高 齢 者 用慢 性 ス ト レス コ ー ピン グ 尺 度 項目 」と し た。「 慢 性 型ス ト レッ

サー に 関 する 29 項 目」 に つ いて は ,極 端な 偏 り を示 す 項 目 は認 め ら れな

かっ た た め ,全 29 項 目を 「 高 齢者 用 慢 性 型ス ト レ ッサ ー 尺 度 項目 」 とし

た。  
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本 調 査  

調 査 方 法 と 対 象 者  平成 28 年 10 月 現在 にお い て 埼玉 県 A 市 の住 民 基

本台 帳 に 記載 さ れ て いる A 市 在住 の 70 代 27 ,4 68 人 の中 か ら 50 0 人を 層

化二 段 無 作為 抽 出 に より 抽 出 して 調 査 を 行っ た 。層 化 抽出 法 は ,少 ない 標

本 で 精 度 が 高 く な る と さ れ る 抽 出 法 (鈴 木 ,  2011 )と さ れ て お り ,本 調 査 で

は性 別 と 年齢 に よ り 層化 し て サン プ ル を 抽出 し た 。高 齢 者 は 調査 に 不慣

れ で あ る こ と や ,記 憶 力 の 低 下 が み ら れ る た め ,自 記 式 質 問 紙 よ り も 面 接

調査 の 方 が信 頼 性 は 高く 有 用 であ る と さ れて い る (福 川 ,  2 002 )。こ うし た

こと か ら ,本 調 査で は調 査 員 によ る 訪 問 留置 調 査 法を 採 用 し た。調 査員 は ,

調 査 票 回 収 時 に そ の 場 で 調 査 票 の 記 入 も れ や 間 違 い を 確 認 し た 。 調 査

は , 2016 年  11 月 ～ 1 2 月 に実 施 され た 。  

調 査 項 目  予 備 調査 にお い て 作成 し た「 高齢 者 用 慢性 型 ス ト レッ サ ー

尺度 」お よび「 高齢 者用 慢 性 スト レ ス コ ーピ ン グ 尺度 」のほ かに ,次に 挙

げる 基 本 属性 ,高次 生活 機 能 ,抑 う つ傾 向 に つ い てた ず ね た 。  

①  基 本 属 性 ：  対 象 者 の 属 性 と し て ,性 別 ,年 齢 ,世 帯 構 成 ,既 往 歴 ,収 入

のあ る 職 業の 有 無 等 につ い て 回答 を 得 た 。  

②  高 次 生 活 機 能 ： 高 次 生 活 機 能 を 測 定 す る た め に 老 研 式 活 動 能 力 指

標 (古 谷 野・柴田・中里・芳 賀・須 山 ,  1 987 ;  古 谷 野・柴 田 ,  1992 )を 使用

した 。こ の 指標 は ,高次 機 能 生活 機 能 を 評価 し た もの で あ り ,「 手 段 的自

立」 5 項 目 (「バ ス や 電車 を 使 って ひ と り で外 出 で きま す か 」など ) ,「 知

的能 動 性 」 4 項目 (「 新聞 を 読 んで い ま す か 」な ど ) ,「 社 会的 役割 」 4 項

目 (「 友 達 の家 を 訪 ね るこ と が あり ま す か 」など )か ら構 成 さ れ てお り ,各

項目 に つ いて「 は い 」ま た は「い い え」の 2 件 法 で回 答 を 求 めた 。得 点

範囲 は 0 点 か ら 1 3 点で あ り ,得 点 が高 いほ ど 高 次生 活 機 能 が高 い こ と

を 示 し て い る 。 本 研 究 で は ,各 項 目 の 素 点 を 加 算 し た も の を 使 用 し た
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(α= 0 .7 6 )。  

③  抑 う つ 傾 向 ： 高 齢 者 の 抑 う つ 傾 向 を 測 定 す る た め に G e r ia t r i c  

D ep r e s s io n  Sc a le  短 縮版  (以 下 ,G D S -S - J )を使 用 し た。 G D S -S - J は ,高 齢 者

のう つ 状 態を 測 定 す るた め の 尺 度 G D S( G er ia t r i c  D ep r e s s io n  Sca l e )30 項

目 (B r i nk ,  Ye sa va ge ,  Lu m,  H ee r se ma ,  A de y,  &  R o se ,  19 82 )を 15 項目 に し た

短縮 版 (S he ik h  &  Yes a va ge ,  19 86 )の 日 本 語版 (矢 富 ,  1 99 4 )で ある 。 回 答は

「は い 」また は「い いえ 」の 2 件 法 で尋 ねら れ る もの で あ り ,得 点 が高 い

ほど 抑 う つが 高 い こ とを 示 し てい る 。先 行研 究 (矢富 ,  1 99 4 ;  香川・中 嶋 ,  

1998 ;  渡 辺・今 川 ,  2 013 )にお い て ,本 尺度 の信 頼 性 およ び 妥 当 性が 検 証 さ

れて い る 。本 研 究 で は ,各 項目 の 素 点を 加算 し た もの を 「 G D S 総合 得 点」

とし て 使 用し た (α= 0 . 80 )  

分 析 方 法  

1 )慢 性型 ス ト レッ サ ー 尺 度 の 作成 と タ イ プ分 け  

「 高 齢 者 用 慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー 尺 度 」 2 9 項 目 に つ い て ,各 項 目 の 経 験

率 (ス ト レ ッ サ ー を 経 験 し て い る 割 合 )を 確 認 し ,新 開 他 (2 01 0 )を 参 考 に し

て経 験 率 が 1 0%を 下 回る 項 目 は 日 常 的 に ほと ん ど 生じ な い ス トレ ッ サー

と判 断 し て除 外 し た 。  

次い で ,「高 齢 者 用慢 性型 ス ト レッ サ ー 尺 度 」項 目 原 案に つ い て因 子 分

析 を 行 い ,得 ら れ た 下 位 尺 度 項 目 に つ い て は ,そ の 内 的 整 合 性 を 検 証 す る

ため に C ro nb ac h の α 係 数 を 算出 し た。 続い て ,抽 出 さ れた 慢性 型 ス トレ

ッ サ ー の 下 位 尺 度 得 点 を 標 準 化 し ,そ の 値 に 基 づ い て 階 層 的 ク ラ ス タ ー

分 析 を 行 い ,慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー の 項 目 を 組 み 合 わ せ た パ タ ー ン を 抽 出

し た 。 慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー の パ タ ー ン を 抽 出 し た 理 由 は ,高 齢 期 は ,身 体

機 能 の 衰 え や 疾 患 へ の 罹 患 , 社 会 的 孤 立 や 経 済 的 基 盤 の 喪 失 と い っ た

様々 な 慢 性的 な ス ト レッ サ ー に晒 さ れ や すい (大 塚・酒 井・智田・中 山・
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間藤 ,  2 006 ;  富永 ,  2 0 14 ;  日下 , 2 016 ;  長 谷 川・ 長 谷 川 ,  201 5 )と され て い る

こ と か ら ,慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー の パ タ ー ン を 明 確 に す る こ と が 現 実 生 活

上の 慢 性 型ス ト レ ッ サー を 反 映し て い る と考 え た から で あ る 。  

2 )慢 性ス ト レ スコ ー ピン グ 尺 度の 作 成  

 「 高齢 者 用 慢性 ス トレ ス コ ーピ ン グ 尺 度 」30 項 目 につ い て ,そ れ ぞれ の

項目 の 度 数分 布 を 算 出し て 回 答の 偏 り に つい て 確 認を し た 上 で 因 子 分析

を行 っ た 。さ ら に ,内的 整 合 性を 検 証 す るた め に ,C r onb ach の α 係 数 を算

出し た 。  

3 )  慢 性 型ス ト レ ッ サー タ イ プの 特 徴  

慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー タ イ プ の 特 徴 を 明 ら か に す る た め に , 基 本 属

性 ,G D S 総合 得 点お よび「 高 齢 者用 ス ト レス コ ー ピン グ 尺 度 」の下 位 尺 度

項目 に つ いて 群 間 比 較を 行 っ た。  

4 )  慢 性 型ス ト レ ッ サー ,スト レ ス コー ピン グ ,抑 う つ 傾向 との 関 連  

階層 的 ロ ジス テ ィ ッ ク回 帰 分 析 (強 制 投 入法 )を 行っ た 。分 析に 際 し て ,

「 G D S 総 合 得点 」を 目的 変 数 ,「 慢性 型 ス トレ ッ サ ータ イ プ」及び「 高齢

者用 慢 性 スト レ ス コ ーピ ン グ 」の 下 位 尺 度得 点 を 説明 変 数 と した 。「 G DS

総合 得 点 」のカ ッ ト オフ ポ イ ント の 基 準 とし て ,先 行 知 見 (小 澤・江 藤・高

橋 ,  199 9 ;  津 軽谷・湯浅 ,  2 00 4 )では 5 点 以上 を「抑 う つ 傾向 」と す るこ と

が多 く ,渡 辺・今 川 (2 013 )によ り そ の信 頼 性 及 び 妥 当性 が 確 認 され て い る

こと か ら ,本 研 究に おい て 4 /5 を カッ ト オフ ポ イ ント と し , 4 点以 下 を「 抑

うつ な し 」 , 5 点 以 上 を「抑 う つ 傾向 あ り 」とし た 。そ の他 に ,基本 属 性と

し て ,性 別 (0=女 性 , 1=男 性 ) ,年 齢 ,教 育 歴 (高 等 学 校 卒 業 以 上 = 1 ) ,就 労 (仕 事

を し て い る = 1 ) ,治 療 疾 患 (治 療 中 の 疾 患 が あ る = 1) ,世 帯 構 成 (一 人 暮 ら し

= 1 ,同 居 = 0 )お よ び 老 研 式 活 動 能 力 指 標 ( 1 0 点 以 下 = 0 ,1 1 点 以 上 = 1 )を 調 整

変 数 と し て モ デ ル に 投 入 し た 。 な お ,老 研 式 活 動 能 力 指 標 の 基 準 は ,先 行
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知見 (古 谷野 ・ 橋 本 ・府 川 ・ 柴田 ・ 郡 司 ,  1 993 )を 参考 に し て , 11 点以 上を

「自 立 = 1」 , 10 点 以 下を 「 非 自立 = 0」 と 2 群 に 分類 し た 。  

分析 に は , IB M SP SS  S t a t i s t i c s  23 .0  j  f o r  Wi ndo ws を 使 用し ,有意 水 準 は

5%と し た 。 な お ,本 研 究 で は 欠 損 が 見 ら れ た デ ー タ を 含 め て 分 析 を 行 っ

たた め ,分 析 ご とに 対象 者 数 が異 な っ て いる 。  

倫 理 的 配 慮  本 研 究 を 実 施 す る に あ た り ,そ の 計 画 は 全 て 文 京 学 院 大 学

大 学 院 人 間 学 研 究 科 の 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て か ら 実 施 し た ( 承 認

日 : 20 16 年 4 月 25 日 ,受 付番 号 2 7 -00 2 ;  201 6 年 9 月 26 日 ,受付 番 号  28 -

005 )。 ま た ,調 査 対 象 者 に は ,本 調 査 の 趣 旨 と と も に ,調 査 へ の 協 力 が 任 意

であ る こ とを 記 し た 依頼 書 を 添付 し た 。  

 

結 果  

調 査 対 象 者 の 特 性 と そ の 記 述 統 計 量  回 収率 お よ び 有 効 回 答 率 は 30 4

票 ( 60 .8 %)で あ った 。本調 査 と 同様 に 調 査 員に よ る 訪問 回 収 を 実施 し てい

る  J G S S（ J ap an es e  G ene ra l  So c i a l  S u r ve ys :日 本 版  総 合 的 社 会 調 査 ; 200 0

年～ 20 06 年 ）に お け る 65 歳か ら 89 歳 ま での 調 査 票回 収 率 6 1 .5 % (埴 淵・

村中 ・ 花 岡・ 中 谷 ,  2 011 )と ほ ぼ 同様 の 割 合で あ っ た。 分 析 対 象者 の 基本

属性 は T a b l e 1 に示 す。 男 性 (n= 1 43 )と 女性 ( n= 16 1 )の 差 を 明ら か に する た

め に t 検 定 また は χ 2 検 定を 行 った 。 そ の結 果 ,男 性 は 女性 より も ,同 居 の

割合 が 高 く ,学 歴が 高く ,就労 し て いる 割合 が 高 いこ と が 示 され た 。  
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全体  (n=304) P値

男性 143

女性 161

年齢

74.6 ± 2.7 74.8 ± 2.8 74.4 ± 2.6 0.184

世帯構成

独居 24 6 18

同居 280 137 143

教育歴

小・中学校 71 33 38

高等学校 153 66 87

短大・専門学校 32 8 24

大学・大学院 45 36 9

不明 3 0 (0,0) 3

老研式活動能力指標 (0-13点)

11.5 ± 2.0 11.3 ± 1.9 11.7 ± 2.1 0.104

治療疾患の有無

なし 48 17 31

あり 256 126 130 0.085

就労の有無

なし 242 102 140

あり 61 41 20

不明 1 0 1

GDS総合得点 (0-15点)

3.8 ± 3.2 3.5 ± 3.3 4.2 ± 3.2 0.061

(71.3) (87.0)

<0.01(12.4)

(0.3) (0.0) (0.6)

(20.1) (28.7)

(5.6) (14.9)

(14.8) (25.2) (5.6)

(1.0) (1.9)

(19.3)(11.9)(15.8)

(84.2) (88.1) (80.7)

(79.6)

<0.001

(50.3) (46.2) (54.0)

(10.5)

(23.4) (23.1) (23.6)

-
(53.0) - -

(7.9) (4.2) (11.2)
<0.05

(92.1) (95.8) (88.8)

男性 (n=143) 女性 (n=161)

性別

(47.0) - -

 

Tab le 1 . 対 象 者 の 属 性  
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慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー 尺 度 の 作 成 と タ イ プ 分 け  「 高 齢 者用 慢 性型 ス ト

レッ サ ー 尺度 」に つ いて ,因子 分 析 を行 うに あ た り 各 調 査 項 目の 経 験 率を

確認 し ,経 験 率が 10 %を 下 回る 回 答 があ った 3 項 目「仕 事 が うま く い って

いな い こ と」「 職場 での 人 間 関係 が う ま くい っ て いな い こ と 」「 遺 産相 続

の問 題 を 抱え て い る こと 」は ,日 常的 に ほ とん ど 生 じな い ス ト レッ サ ーと

判 断 し て 削 除 し た 。 残 り の 2 5 項 目 に つ い て ,相 関 係 数 を 確 認 し た と こ

ろ , r= 0 .05～ 1 .4 0 と 低 かっ た た め 因 子 間 に 相関 を 仮 定し な い 直 交解 を 採用

する こ と にし た 。因 子分 析 (主因 子 法 ,バ リマ ッ ク ス回 転 )を 行い ,因子 負 荷

量が 0 .35 未 満の 項 目を 削 除 し た 。 そ し て ,固 有値 の 推 移と 解釈 の 可 能性

から ,最終 的 に 各下 位尺 度 に 3 項 目以 上を 含 む 4 因 子解 ( 1 5 項目 )を 採用

した (Tab le 2 )。 下 位 尺度 の 内 的整 合 性 を 検証 す る ため に ,C r o nba ch の α 係

数を 算 出 した と こ ろ ,「 健 康」 は α= 0 . 81 ,「経 済 」 は α= 0 .6 0 ,「対 人 関 係」

は α= 0 .5 9 ,「 家庭 生 活 」は α= 0 .55 で あっ た 。α 係数 が そ れほ ど 高く な い 下

位 尺 度 項 目 群 も 認 め ら れ た が ,石 井 (2 0 14 )の 指 摘 す る 信 頼 性 係 数 の 最 低

ライ ン で ある 0 . 50 を超 え て いる こ と ,そし て 本 尺度 の 項 目 数の 少 な さを

考慮 し て その ま ま 下 位尺 度 と して 使 用 す るこ と に した 。  

第 1 因 子 は ,「 体 調 や 気分 が す ぐれ な い こ と」「 頭 痛 ,肩 こり ,腰 痛な どの

体に 痛 み があ る こ と 」等 の 項目 の 負荷 量 が高 く ,こ れ ら の項 目は 健 康 に関

する ス ト レッ サ ー を 表し て い るこ と か ら 「健 康 」 因子 と し た 。第 2 因子

は ,  「生 活 が 経済 的 に苦 し い こと 」「 借 金や お 金 の賃 借 の 問 題を 抱 え てい

るこ と 」等 の 項目 の 負荷 量 が 高く ,これ らの 項 目 は経 済 的 な 問題 に つ いて

のス ト レ ッサ ー を 示 して い る こと か ら「 経済 」因 子と し た。第 3 因 子 は ,  

「 友 人 ・ 知 人 と 仲 た が い を し て い る こ と 」「 近 所 づ き あ い が ,う ま く い っ

てい な い こと 」等 の 項目 の 負 荷量 が 高 く ,対 人 関係 に つ いて のス ト レ ッサ

ーを 表 し てい る こ と から「 対人 関 係」因 子と し た。第 4 因子 は ,「家 族 の  
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因子名 因子1 因子2 因子3 因子4

【健康】 (12)体調や気分がすぐれないこと 0.77 0.13 0.18 0.32

(7)頭痛、肩こり、腰痛などの体に痛みがあること 0.69 0.12 0.21 -0.06

(16)病気やけがをしていること 0.63 0.15 0.06 0.14

(3)疲れやすくなり、体力がおとろえていること 0.53 0.16 0.35 0.22

(24)目や耳、歯の不調があること 0.49 0.28 0.07 0.27

(21)物忘れをよくすること 0.48 0.34 0.09 0.10

【経済】 (20)生活が経済的に苦しいこと 0.21 0.66 0.13 0.13

(9)住居の老朽化や設備に不備があること 0.33 0.50 -0.03 0.20

(4)借金やお金の賃借の問題を抱えていること 0.10 0.43 0.25 0.08

【対人関係】 (1)友人・知人と仲たがいをしている こと 0.11 0.04 0.69 0.06

(2)家族とうまくいっていないこと 0.11 0.10 0.47 0.31

(6)近所づきあいが、うまくいっていないこと 0.15 0.15 0.46 0.10

【家庭生活】 (14)家族の介護や家事に従事していること 0.12 0.03 0.24 0.65

(13)家族や親戚が病気やケガをしていること 0.17 0.20 0.07 0.50

(27)家族の将来の見通しがつかない こと 0.10 0.31 0.08 0.37

因子寄与率 2.468 1.305 1.276 1.234

寄与率 16.454 8.697 8.505 8.225

α係数 0.82 0.60 0.59 0.55

 

Tab le2 .  慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー 尺 度 の 因 子 分 析 結 果   
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介 護 や 家 事 に 従 事 し て い る こ と 」「 家 族 や 親 戚 が 病 気 や ケ ガ を し て い

るこ と 」等 の 項目 の 負荷 量 が 高く ,家庭 生活 の 中 での ス ト レ ッサ ー を 示し

てい る こ とか ら「家 庭生 活 」因子 と した 。次 い で ,各 因 子の 因 子得 点 を 標

準 化 し た 値 に 基 づ い て 階 層 的 ク ラ ス タ ー 分 析 (平 方 ユ ー ク リ ッ ド 距 離 ,ウ

ォ ー ド 法 )を 行 っ た 。 デ ン ド ロ グ ラ ム お よ び 解 釈 可 能 性 ,組 み 合 わ せ の 多

様さ を 検 討し た 上 で ,最 終 的に 4 ク ラス ター を 採 用し た。得 られ た 4 クラ

ス タ ー の 特 徴 を 検 討 す る た め に ,慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー 評 価 尺 度 の 下 位 因

子 得 点 に つ い て , ク ラ ス タ ー を 要 因 と し た 1 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た

(Ta b l e3 ,  F i gu re 1 )。  

クラ ス タ ー 1 は ,「 経 済 」の得 点 が一 番 高 いこ と か ら ,社 会経 済的 な ス ト

レッ サ ー を抱 え て い る状 態 と 考え て「社 会経 済 ス トレ ス 群」と名 づ け た。

クラ ス タ ー 2 は ,「 家 庭生 活 」の 得点 が 最 も高 く ,ま た ク ラス ター 3 お よ び

クラ ス タ ー 4 と 比 べ ると「 健 康 」の 得 点 も高 い こ とか ら ,家 庭生 活 と 健康

の 両 ス ト レ ッ サ ー を 抱 え て い る 状 態 と 考 え て ,「 健 康 ・ 家 庭 ス ト レ ス 群 」

とし た 。ク ラ ス ター 3 は ,す べて の ス トレ ッサ ー の 得点 が 低 い こと か ら「 低

スト レ ス 群 」と し た 。クラ ス タ ー 4 は ,「 対人 関 係 」が高 く ,そ れ以 外 の ス

ト レ ッ サ ー の 得 点 は 低 い こ と か ら ,単 一 の 対 人 ス ト レ ッ サ ー を 抱 え て い

る状 態 で ある と 考 え て「 対 人 スト レ ス 群 」と 命 名 した 。  
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-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

健康 経済 対人関係 家庭生活

【クラスター1】

社会経済

ストレス群

【クラスター2】

健康・家庭生活

ストレス群

【クラスター3】

低ストレス群

【クラスター4】

対人ストレス群

クラスター1 クラスター2 クラスター3 クラスター4

(n=15) (n=67) (n=165) (n=42)

M 1.08 0.83 -0.42 -0.06 **

(SD) (1.22) (1.23) (0.54) (0.80)

M 3.05 -0.24 -0.10 -0.30 **

(SD) (0.94) (0.90) (0.60) (0.59)

M 1.04 -0.13 -0.44 1.57 **

(SD) (1.59) (0.82) (0.27) (1.03)

M 0.34 1.06 -0.39 -0.28 **

(SD) (1.24) (1.34) (0.36) (0.70)

社会経済
ストレス群

健康・家庭生活
ストレス群

低ストレス群 対人ストレス群

F値 (df)
多重比較

(Bonferroni法)

健康 44.70 (3, 29) 1・2 > 3・4

1 > 2・ 3・4

対人関係 106.45 (3, 29)

2 > 1・ 3・4
1 > 3

1・4 > 2・3

家庭生活 55.47 (3, 29)

経済 102.36 (3, 29)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F ig u re 1  慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー 4 ク ラ ス タ ー の 慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー 4 標 準  

得 点  

 

 

Tab le3 .  4 ク ラ ス タ ー を 要 因 と し た 慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー 4 標 準 得 点 の 1

要 因 分 散 分 析 結 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

* *  p < . 0 1  
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高 齢 者 用 慢 性 ス ト レ ス コ ー ピ ン グ 尺 度 の 検 討 の 作 成  「高 齢 者用 慢 性

ス ト レ ス コ ー ピ ン グ 尺 度 」 2 9 項 目 に つ い て ,因 子 分 析 を 行 う に あ た り 調

査 項 目 の 度 数 分 布 を 算 出 し ,い ず れ か の 選 択 肢 に 全 回 答 数 の 7 0%以 上 の

回答 が あ った 2 項 目「 酒 やタ バ コ で気 を 紛ら わ せ るこ と 」「 パチ ン コ や競

馬・ 競 艇 ・競 輪 な ど のギ ャ ン ブル で 気 を 紛ら わ す こと 」 を 削 除し た 。ま

た ,因 子負 荷 量が 0 .4 0 未満 の 項 目お よ び 複数 の 因 子に 高 い 因 子負 荷 量 を

示し て い る 7 項目 を 削除 し ,残 り の 2 0 項 目に つ い て 探 索 的 因 子分 析 (最尤

法 ,バ リ マ ッ ク ス 回 転 )を 行 っ た と こ ろ , 4 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 そ の た め , 4

因 子 構 造 を 仮 定 し て 確 証 的 因 子 分 析 (最 尤 法 ,プ ロ マ ッ ク ス 回 転 )を 行 い ,

固 有 値 の 推 移 と 因 子 の 解 釈 の 可 能 性 か ら ,最 終 的 に 4 因 子 解 を 採 用 し た

(Ta b l e4 )。  
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因子1 因子2 因子3 因子4

26. これまでの自分の態度を見直すこと .770 .049 -.105 .126

21. 自分の内面を見つめ直すこと .755 -.034 -.014 .084

23. 問題解決のために、どうしたらよいか考えること .640 -.012 .263 .016

25. 問題の原因を考えること .619 .026 .255 .001

17. 物事を前向きに考えるようにすること .535 .082 .329 -.165

20. スポーツや旅行、趣味の活動などで気を晴らす こと .454 .067 .118 .013

11. 仕方がないと諦めること -.206 .760 .199 .029

12. 起こった問題は、大したことではないと思うようにすること .071 .744 .107 -.150

14. 我慢をすること -.127 .593 .254 .086

24. 問題に、できるだけ関わらないようにすること .326 .523 -.307 .145

28. 起こった問題に対し、自分は関係ないと考える こと .203 .467 -.271 .100

13. 別の楽しいことを考えるようにすること .349 .464 .127 -.110

4. この問題は、自分に与えられた試練だと思うようにすること -.063 .068 .667 .149

6. 新聞、雑誌、テレビ、本やネットから、問題に関する情報を得ること .066 .104 .595 -.070

3. 問題の解決に向けて行動すること .185 -.113 .577 .141

7. 問題解決のために、これまでの生き方をふり返ること .295 -.056 .490 .119

1. 誰かに愚痴を聞いてもらうこと -.195 .261 .074 .646

22. 家族や友人・知人に相談をすること .151 .023 .010 .628

27. 同じような経験をもつ人に相談をすること .253 -.056 .008 .519

19. 問題解決のため、人に協力してくれるように頼むこと .132 -.190 .195 .478

 因子間相関:

   1  認知的対処 -

   2  回避・あきらめ .432 -

   3  積極的問題解決 .569 .450 -

   4  サポート希求 .597 .268 .399 -

α係数 0.87 0.83 0.80 0.75

 

Tab le4 .  高 齢 者 用 慢 性 ス ト レ ス コ ー ピ ン グ 項 目 因 子 分 析 結 果   
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第 1 因 子 は ,「 これ まで の 自 分の 態 度 を 見直 す こ と」「 自分 の内 面 を 見

つ め 直 す こ と 」「 問 題 解 決 の た め に ,ど う し た ら よ い か 考 え る こ と 」 等 の

項 目 の 負 荷 量 が 高 く ,こ れ ら の 項 目 は ス ト レ ッ サ ー に 対 す る 認 知 的 な 対

処方 略 を 表し て い る こと か ら「 認 知 的対 処」と した 。第 2 因 子は ,「 仕 方

が な い と 諦 め る こ と 」「 起 こ っ た 問 題 は ,大 し た こ と で は な い と 思 う よ う

に す る こ と 」「 我 慢 を す る こ と 」 等 の 項 目 の 負 荷 量 が 高 く ,こ れ ら の 項 目

はス ト レ ッサ ー に 対 して 避 け る方 略 を 示 して い る こと か ら 「 回避 ・ あき

らめ 」とし た 。第 3 因子 は ,「 こ の問 題 は ,自 分 に与 え ら れた 試練 だ と 思う

よ う に す る こ と 」「 新 聞 ,雑 誌 ,テ レ ビ ,本 や ネ ッ ト か ら ,問 題 に 関 す る 情 報

を得 る こ と」「 問 題 の解 決 に 向け て 行 動 する こ と 」等 の項 目 の負 荷 量 が高

く ,ス ト レ ッ サ ー に 対 し て 積 極 的 に 対 処 す る 方 略 で あ る こ と か ら ,こ れ ら

の項 目 を「 積 極 的問 題解 決 」と し た。第 4 因 子は ,「 誰 かに 愚 痴を 聞 い て

もら う こ と」「 家族 や友 人 ・ 知人 に 相 談 をす る こ と」「 同じ よう な 経 験を

もつ 人 に 相談 を す る こと 」等の 項 目の 負 荷量 が 高 く ,こ れら の項 目 は スト

レッ サ ー に対 し て 他 者に 支 援 を求 め る 方 略で あ る こと か ら 「 サポ ー ト希

求」 と し た。  

次い で ,下 位 尺 度の 内的 整 合 性を 検 証 す るた め に ,C r onb ach の α 係 数 を

算出 し た 。そ の 結 果 ,  「 認 知的 対 処 」は α= 0 .8 7 ,「 回避・あ きら め 」は α= 0 .83 ,

「積 極 的 問題 解 決 」は α= 0 .8 0 ,「 サ ポー ト希 求 」は α= 0 .75 であ り ,十 分 に

高い 信 頼 性が 示 さ れ た。「 高 齢者 用 慢性 スト レ ス コー ピ ン グ 尺度 」4 下 位

尺度 得 点 の性 差 を 検 討す る た め に t 検定 を行 っ た 結果 , 3 つ の 下位 尺 度 得

点 (「 サ ポ ート 希 求」「 認知 的 対 処」「 回 避・あ き ら め」 )に つい て ,そ れ ぞ

れ男 性 よ りも 女 性 の 方が 高 い こと が 示 さ れた (そ れぞ れ ,p< . 01 )。  
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GD S 総 合 得 点 に 関 す る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析    慢性 型 スト レ ッ サ

ーの タ イ プ ,ス トレ スコ ー ピ ング ,G D S 総合 得 点 との 関 連 を 検討 す る ため

に ,階 層 的 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 (強 制 投 入 法 )を 行 っ た ( Tab le 5 )。 説 明

率 の 変 化 を 検 討 す る た め に ,モ デ ル Ⅰ で 調 整 変 数 で あ る 基 本 属 性 お よ び

老 研 式 活 動 能 力 得 点 ,モ デ ル Ⅱ と し て 慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー タ イ プ ,モ デ ル

Ⅲで 慢 性 スト レ ス コ ーピ ン グ を投 入 し た 。 H os me r- Le me s ho w の適 合 度検

定 の 結 果 が 最 も 良 好 で あ り ,さ ら に 最 も N age lk e rke  R 2 の 増 加 が 認 め ら

れた モ デ ルⅢ を 最 終 モデ ル と して 採 用 し た。  

慢性 型 ス トレ ッ サ ー タイ プ で は ,「 社会 経済 ス ト レス 群 」 と 「 G D S 総

合得 点 」 との 間 に 有 意な 関 連 が認 め ら れ た。「 低ス ト レ ス群 」を 基 準 と

する と 「 社会 経 済 ス トレ ス 群 」の オ ッ ズ 比は 6 .0 56  ( 95 %C I ; 1 . 64 -22 .40 ,  

P = 0 .0 1 )で あ った 。 高齢 者 用 慢性 ス ト レ スコ ー ピ ング 尺 度 に つい て み る

と ,「 回避 ・ あ きら め」 お よ び「 積 極 的 問題 解 決 」と 「 G D S 総合 得 点 」

との 間 に 有意 な 関 連 が示 さ れ た。「 回避 ・あ き ら め」 の オ ッ ズ比 は 1 .15  

(95 %C I ; 1 .04 -1 .2 7 ,  P = 0 .0 1 ) ,「積 極 的 問題 解決 」 の オッ ズ 0 .84 9 (9 5%C I ;  

0 .7 3 -0 . 98 ,  P = 0 .0 3 )  であ っ た 。  
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考 察  

本研 究 で は ,「高 齢 者 用慢 性 型 スト レ ッ サ ー尺 度 」およ び「高 齢者 用 慢

性 ス ト レ ス コ ー ピ ン グ 尺 度 」 を 開 発 し た 上 で ,慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー ,コ ー

ピン グ お よび 抑 う つ 傾向 と の 関連 に つ い て検 証 す るこ と を 目 的と し た。  

慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー の タ イ プ  予 備 調 査 で 収 集 し た 自 由 記 述 デ ー タ

をも と に 作成 し た 「 高齢 者 用 慢性 型 ス ト レッ サ ー 尺度 項 目 原 案」 に つい

て因 子 分 析に よ り 抽 出さ れ た 4 因 子 (「 健康 」「 経 済 」「対 人関 係 」「 家

庭 生 活」 )に つ い て ,ク ラ スタ ー 分 析 に よ り 検 討し た と こ ろ , 4 つの タ イ プ

(「社 会 経 済ス ト レ ス群 」「 健 康・家庭 生活 ス ト レス 群 」「 対人 ス ト レス

群」「 低 ス トレ ス 群 」 )に 分類 さ れ た。具 体的 に ,「 低 スト レ ス 群」が 最も

多く 57%で あ り ,次 いで「健 康・家 庭 生 活ス ト レ ス群 」が 2 3 %,「 対 人ス ト

レス 群 」が 15 %,「 社会 経 済 スト レ ス 群 」が 5%で あ った 。この 結 果 から ,

全体 の 5 割 近く が 何 らか の 慢 性型 ス ト レ ッサ ー を 抱え て お り ,そ の 中の 7

割程 が 複 数の ス ト レ ッサ ー を 抱え て い る こと が 示 され た 。  

興味 深 い こと に ,高 齢期 に 特 徴的 な「 疾 患」に関 す る スト レ ッサ ー は ,単

一 に 存 在 す る の で は な く ,他 の ス ト レ ッ サ ー と 複 合 的 に 存 在 し て い る こ

と が明 ら か に な った 。 これ は ,先 行知 見 や 社会 調 査 の 結 果 (例 えば ,下 山・

金光 ,  2 005 ;下 仲 ,  20 07 ;  内閣 府 ,  20 15 )と 一致 す る もの で あ り ,す な わち 高

齢期 の ス トレ ッ サ ー とし て 健 康問 題 が 中 心で あ る こと を 示 唆 して い る。  

慢 性 ス ト レ ス に 対 す る コ ー ピ ン グ  「 高 齢者 用 慢 性ス ト レ ス コー ピ ン

グ尺 度 項 目原 案」に つい て 因 子分 析 に よ り検 討 し たと こ ろ ,最終 的 に 問題

解決 に 向 けて 積 極 的 に対 処 し よう と す る「 積 極的 問 題解 決 」,問題 の 意味

を考 え 直 した り 自 分 自身 を 見 つめ 直 す こ とで 対 処 しよ う と す る「 認 知的

対 処 」 ,問 題 か ら 逃 避 し た り ,あ き ら め た り す る こ と で 対 処 し よ う と す る

「回 避・あ きら め 」 ,他者 に 相 談し た り 愚 痴を 言 う こと で 問 題 を解 決 しよ
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うと す る「サ ポ ート 希求 」の 4 因 子 が抽 出さ れ た 。こ れ らの 4 因 子は ,従

来 の コ ー ピ ン グ 尺 度 (例 え ば ,尾 関 ,  19 9 3 ;  神 村 他 ,  1 995 ;  佐 々 木 ・ 山 崎 ,  

2002 )に お け る 因 子 構 造 と ほ ぼ 一 致 す る も の で あ る が ,因 子 項 目 の 意 味 内

容に 差 異 が認 め ら れ た。具 体的 に ,本 研 究 では ,「 認 知 的対 処 」の尺 度 項目

とし て 「 自分 の 内 面 を見 つ め 直す こ と 」 「こ れ ま での 自 分 の 態度 を 見直

すこ と 」 とい っ た 自 己 内 省 的 な意 味 を 含 む項 目 が 新た に 認 め られ た 。こ

れ ら の 項 目 は 従 来 の コ ー ピ ン グ 尺 度 に は 含 め ら れ て い な い も の で あ り ,

高齢 者 特 有の 認 知 的 対処 法 で ある 可 能 性 が考 え ら れる 。 米 国 の精 神 科医

の B u t le r (19 63 )は ,高 齢者 が 行 う 過 去 の 回 想に つ い て ,「 過 去 の 未解 決 の葛

藤の 解 決 を促 す 自 然 で普 遍 的 な心 的 プ ロ セス 」とし て おり ,過 去の 未 解決

な問 題 を 再び 捉 え な おそ う と する 積 極 的 な役 割 を 持つ こ と を 提唱 し てい

る。今 後 ,高 齢者 特 有 のコ ー ピ ング 方 略 に 過去 の 回 想を 含 め た 上で 検 討す

るこ と が 求め ら れ よ う。  

 ま た ,下 位 尺 度 (「 積極 的 問 題解 決 」「 認知 的 対 処」「 回 避・あ き らめ 」

「 サ ポ ー ト 希 求 」 )に は そ れ ぞ れ 性 差 が 認 め ら れ て お り ,女 性 は 男 性 よ り

も「 サ ポ ート 希 求」「認 知 的 対処 」「回 避・ あ き らめ 」 を す る 頻 度 が 高い

こと が 明 らか に さ れ た。 男 性 より も 女 性 が多 く の コー ピ ン グ を用 い る傾

向 は Ta mr e s  e t  a l (2 002 )の メ タ 分 析 で も 示 さ れ て お り ,そ の 傾 向 は 高 齢 期

にお い て も維 持 さ れ ると 考 え られ る 。  

高 齢 者 の 慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー ,コ ー ピ ン グ お よ び 抑 う つ 傾 向 と の 関 連  

慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー ,ス ト レ ス コ ー ピ ン グ ,抑 う つ 傾 向 と の 関 連 を 検 討 す

るた め に ,ロ ジ ステ ィッ ク 回 帰分 析 を 行 った 。その 結 果 ,「 社 会経 済 ス トレ

ス群 」と「 G D S 総 得 点」と の 間に 有 意 な 関連 が 認 めら れ た 。慢性 的 なス

トレ ス と 抑う つ と の 関連 は 生 理学 的 研 究 (H yman  &  C oh en ,  201 2 )で 検討 さ

れ て い る が ,本 研 究 で は 社 会 経 済 的 な ス ト レ ッ サ ー の 慢 性 化 が 高 齢 者 の
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抑う つ に 影響 す る 可 能性 が 示 され た 。 今 日の 社 会 的な 問 題 と なっ て いる

「 高 齢 者 の 貧 困 」 (藤 田 ,  20 15 )と 関 連 す る も の で あ り ,高 齢 期 の 経 済 的 な

問題 と 病 気や 対 人 関 係で の ト ラブ ル と の 強い 関 連 を示 唆 す る もの で あ る。

今 後 ,高 齢 期 の ス ト レ ス を 身 体 的 な 側 面 と と も に 社 会 的 な 側 面 か ら も 多

面 的 に 検 討 す る と と も に ,ス ト レ ッ サ ー が 慢 性 化 し て い く プ ロ セ ス に 目

を向 け て 総体 的 に 高 齢期 の ス トレ ス コ ー ピン グ を 検証 す る こ とが 求 めら

れよ う 。  

さ ら に ,本 研 究 で は ,慢 性 ス ト レ ス コ ー ピ ン グ と 抑 う つ と の 関 連 が 認 め

られ た 。具 体 的 に ,「 積極 的 問 題解 決 」を する 頻 度 が 高 い 者 は「抑 う つ傾

向 」が低 い こと が 示 され た 。先 行知 見 で は ,高 齢者 は 若 者に 比べ て 対 処方

略 を 用 い な い 傾 向 が あ る も の の ,あ る 問 題 に 際 し た 場 合 に 問 題 焦 点 型 の

対処 方 略 (A l d w in  e t  a l ,  1 996 ;  R o t he r mun d  &  B r an ds t ad te r,  2 00 3 ;  Wh i t t y  e t  

a l ,  20 03 )や 情 動 焦点 型の 対 処 方略 ( McC ra e ,  19 82 ;  J ohn so n  &  B ar e r,  1 993 )

を用 い る こと が 認 め られ て い る。本研 究 結果 は ,こ れ ら の先 行知 見 を 支持

す る も の で あ り ,す な わ ち 高 齢 者 は 複 数 の コ ー ピ ン グ 方 略 を 選 択 的 に 用

いる こ と で ,精 神的 健康 を 維 持し て い る 可能 性 が 考え ら れ る 。  

そ の 一 方 で ,「 回 避 ・ あ き ら め 」 を す る 頻 度 が 高 い 者 は 「 抑 う つ 傾 向 」

が高 い こ とが 示 さ れ た 。従 来 の 研究 (例 え ば ,小 杉 ,  200 0 ;  神 村 他 ,  199 5 ;  坂

田 ,  198 9 )で は ,「 あ き らめ 」は 回避 型 コ ー ピン グ 方 略の 一 つ と して 示 され

て お り ,ス ト レ ッ サ ー の 改 善 や ,ス ト レ ス 反 応 の 直 接 的 な 低 減 に つ な が る

こと は な いこ と が 認 めら れ て いる (P en l e y,  To mak a ,  &  Wie be ,  2 002 )。し か

し な が ら ,回 避 型 コ ー ピ ン グ 方 略 が ス ト レ ス 反 応 の 増 加 に つ な が っ た と

いう 知 見 も散 見 さ れ る (三 浦 ・坂 野 ,  1 996 ;  神 藤 ,  199 8 )。 森 田 (20 08 )は ,回

避 型 コ ー ピ ン グ の 用 い ら れ 方 に つ い て 検 討 し て お り ,主 体 的 に 用 い ら れ

た と き に 効 果 が あ り ,消 極 的 に 用 い ら れ る と き に ス ト レ ス を 増 加 さ せ る
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こと を 見 出し て い る 。ま た , Mo os ,  S chu t t e ,  B r en nan ,  &  M oo s  ( 20 04 )は ,地 域

在住 の 中 高年 者 を 対 象に し た 10 年に わ たる 縦 断 調査 の 結 果 から ,回避 的

コー ピ ン グが ア ル コ ール 依 存 症の 予 測 因 子で あ る こと を 見 出 して い る。

こ れ ら の 知 見 を 踏 ま え る と ,高 齢 期 に お け る 慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー に 対 す

る「あ き ら め 」に は , “対 処 する こ と が 出 来な い ”と い う 悲観 的な 意 味 がよ

り強 く 含 まれ て い る 可能 性 が 考え ら れ る 。今 後 ,高 齢 期の 回 避 型コ ー ピン

グと 精 神 的健 康 と の 関連 に つ いて よ り 詳 細に 検 討 する こ と が 求め ら れ る。 

今 後 の 課 題 と 展 望  最後 に 本 研究 の 課 題 と展 望 と して 次 の 3 点を 挙 げ

る 。 1 つ 目 に ,本 調 査 で作 成 し た「高 齢 者 用慢 性 型 スト レ ッ サ ー尺 度 」を

構成 す る 下位 尺 度 の 中に は ,「 家庭 生 活 」(α = 0 . 55 )のよ う に信 頼性 係 数 が

十 分 と は い え な い 下 位 尺 度 が 含 ま れ て い る 。 今 後 ,本 尺 度 項 目 に つ い て ,

追加 尺 度 を含 め た さ らな る 検 討が 求 め ら れる 。また ,本調 査 は 質問 紙 調査

に よ る ス ト レ ス 評 価 で あ る た め ,主 観 的 な 側 面 を 否 定 す る こ と は で き な

い。 そ の ため ,コル チゾ ー ル やク ロ モ グ ラニ ン A (C gA )な ど のバ イ オ マー

カー を 使 用す る こ と で 客 観 的 な評 価 法 に よる 測 定 を組 み 入 れ るこ と も必

要で あ ろ う。2 つ 目 に ,本 調査 は 横 断調 査で あ る ため ,慢性 型ス ト レ ッサ ー

およ び ス トレ ス コ ー ピン グ と 抑う つ 傾 向 との 関 連 につ い て 因 果関 係 を断

定 す る こ と は で き な い 。 今 後 ,縦 断 的 調 査 を 行 い ,慢 性 型 ス ト レ ッ サ ー お

よび ス ト レス コ ー ピ ング が 抑 うつ 傾 向 に 及ぼ す 経 時的 効 果 を 検証 す るこ

とが 求 め られ る 。3 つ目 に ,本 調 査 では ,スト レ ッ サー が 慢 性 化す る 中 でど

の よ う に 形 成 し て い き ,そ れ に 対 し て ど の よ う な コ ー ピ ン グ 方 略 が 選 択

され る の か詳 細 を 明 らか に す るこ と は で きな い 。そ の ため ,質 的調 査 を並

行 し て 実 施 す る こ と で ,ス ト レ ッ サ ー が 慢 性 化 し て い く 過 程 を 明 ら か に

す る と と も に ,そ れ に 有 効 な 対 処 法 に つ い て 検 討 す る こ と が 必 要 で あ ろ

う。  
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結 論  

社 会 経 済 的 ス ト レ ッ サ ー が 慢 性 化 す る ほ ど ,高 齢 者 の 抑 う つ 傾 向 を 悪

化さ せ や すく ,それ に対 し て「 積 極的 問 題解 決 」に よ るス ト レス コ ー ピン

グが 有 用 であ る こ と が示 唆 さ れた 。そ の 一方 で ,「 回 避・あ きら め 」によ

る ス ト レ ス コ ー ピ ン グ は ,抑 う つ 傾 向 を よ り 悪 化 さ せ る 可 能 性 が 示 さ れ

た。  
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